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デンカの軌跡
～社会発展への貢献～

社会の変化

食糧問題解決に
貢献

創業期

1915-1944





今後想定される未来世界に対して、109年の歴史で培う６つの経営資本を活かして、経営価値を創造し、持続可能な社会の実現に取り榛停
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新事業開発部門
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デンカのマテリアリティは、経営基盤におけるサステナビリティ課題のリスク・機会を中長期的な視点で対応し、ビジョンの実現を
目指すための必須な要素として、事業活動の基軸となるものです。
経営計画「Mission 2030」では、マテリアリティに紐づく３つの成長戦略を設定することで、デンカグループ全体で気候変動をは
じめとする社会課題の解決に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献します。
「事業価値創造」としては、デンカグループの「2050年までのカーボンニュートラルの実現」「サステナブルな都市と暮らしの充実」













今井：











将来の経営層育成と、全社一貫の教育体系の
構築および自ら学ぶ文化の醸成

・ 戦略的人事異動の運用開始
・ 人財育成プログラムの見直し

・ キャリアプランニング委員会の立ち上げ



special feature ３つの「全社改革運動」

Denka Innovation Dayは、新規事業の創出だけでなく、コアバリューの１つ

「挑戦」の社内浸透や、未来に向かってワクワクできるような企業文化を醸成











研究開発方針 推進体制
当社グループは、「一番上手にできる技術」の幅を広げ、持続可能な社会に貢献でき
るデンカならではの製品開発を推進し、新たな価値を生み出す魅力的な新規事業・
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事業アイデアを審査する最初のステージゲートとして、アイ

デアピッチイベントを毎月開催しています。アイデアピッチイ

ベントは、その場での聴衆の共感や腹落ち感を感じ取るこ

とを目的とし、アイデアの起案者と聴衆者が、そのアイデア

に対する課題やソリューション案について議論する時間を

設けています。何よりも早い段階で多くの人に自分のアイデ

アを知ってもらうことを意図しており、この議論を通じて、想

定する顧客像やソリューション案に対して新たなアイデア

が生まれることもあります。

アイデアピッチ2

事業化候補選定までのプロセス1



Technology ～プロセス革新～



基本的な考え方 （方針）





電子・先端プロダクツ部門
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POCT製品の展開



https://www.youtube.com/channel/UCNuQZ7fI_isrbYLojnLNJYA
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●ＣＯ₂をコンクリートへ吸収・固定化させる技術
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事故は、青海工場のクロロプレンモノマー製造設備における配管の更新工事中に発生しました。合成したクロロ

/storage/news/pdf/1193/20240111_denka_omi_finalreport.pdf


2030年までに労働災害度数率0.2以下、重大事故ゼロを達成するため、下記を計画的に取り組みます。

動画手順書の一例 ドローンによる設備点検事例

安全最優先

１ ■ 2024年度の活動

2 ■



経営面からのアプローチ ー ガバナンス強化
経営の継続的メッセージ発信とコミュニケーション

昨年度の品質に関する不適切行為、並びに死亡

/progress_of_group_measure_to_prevent_recurrence/general_information/


SDGsなどによる社会的ニーズの変化や





















対象者数 5,276名

回答率





当社を取り巻く環境は決して平坦なものではなく、当社の経営にあったても事業







2022年に策定したデンカのビジョンのもと、2030年度までの８カ年の経営計画





取締役報酬

る



PLAN







政策保有株式に対する考え方
当社は、資本効率の向上を踏まえ、政策保有株式を原則保有しません。但し、当該
株式が安定的な取引関係の構築や成長戦略に則った業務提携関係の維持・強化に



デンカグループでは、めまぐるしい事業環境の変化や本格化
する事業ポートフォリオ変革など、事業をめぐる不確実性が増大



　デンカグループは、事業を巡る不確実性が増大する中で、グループ横断的な統合リスクマネジメント体制の強化に努めています



リスクと対応を報告するページの一覧



当社の内部統制は、リスクオーナーとなる１線（営業、製造など現場）、１線の統制支援やモニタリングを実
施する２線（管理部門）、統制の評価・保証を提供する３線（内部監査部門）の３線ディフェンスで構成され
ています。　
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・ポートフォリオ変革の方針と進捗状況
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